
６／21（金）の発表 【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 ６月21日（金）10時00分

発 表 項 目

本道の食品ロス発生量の推計（令和３年度分）について
（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

〇 令和３年度の道内の食品ロス発生量を国の算定方法に準じて
算定したので公表します。

〇 令和３年度の道内の食品ロス発生量は、事業系が24万トン(前
年度と同数)、家庭系が９万トン(前年度比▲1万トン)となり、
合わせて33万トン(前年度比▲1万トン)となりました。
この値は、推計を開始した平成27年度以降最小となりました。

概 要 ■ 北海道の食品ロス発生量の推計値（令和３年度分(2021年度)）
事業系：24万トン、家庭系：９万トン、合計：33万トン
〔参考値〕
事業系：10万トン、家庭系：９万トン、合計：19万トン

[参考値]：道内の食品ロス発生量のうち事業系の発生量は、ビートパ
ルプなどてん菜糖製造業の副産物が大きな割合を占めている
ことから、北海道の食品ロス削減の取組効果をより的確に把
握するため、てん菜糖製造業副産物を除いた値。

○ 道では、発表した食品ロス発生量を参考としながら、関係機
関･団体などと連携して、食品ロスの削減に取り組んでまいり
ます。

参 考 添付資料： 〔参考〕食品ロス発生量の推移

報 道 ( 取 材 ) 食品ロスの現状を周知することにより、広く道民の皆様が食品ロス削減に
に 当 た っ て ついて関心を高めていただけますよう、積極的な情報提供をお願いいたしま
の お 願 い す。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 農政部 食の安全・みどりの農業推進局 食品政策課 （担当者：小森）
（ 連 絡 先 ） TEL ダイヤルイン ０１１－２０４－５４２７（内線２７－６７４）

公用スマホ ０１１－５８５－６１０２ （内線３１８０５）



〔参考〕
食品ロス発生量の推移

＊Ｒ12は｢北海道食品ロス削減推進計画｣における目標年

＊R12は国における目標年

【算出方法及び用語】

■ 事業系食品ロス発生量
(1) 食品リサイクル法に基づき食品関連事業者を対象に農林水産省が行っている定期報告及び統計調査の結

果により、道内の食品関連事業者の食品廃棄物等の年間発生量を推計
(2) (1)に全国の定期報告者へのアンケート調査により得られた食品廃棄物等の可食部割合を乗じることで

食品ロスの発生量を推計

〔参考値〕事業系食品ロス発生量
(3) 食品リサイクル法に基づき食品関連事業者を対象に農林水産省が行っている定期報告及び統計調査の結

果により、道内の食品関連事業者の食品廃棄物等の年間発生量をてん菜糖製造業除き推計
(4) (3)に全国の定期報告者へのアンケート調査により得られた食品廃棄物等の可食部割合を乗じることで

食品ロスの発生量を推計

■ 家庭系食品ロス発生量
(5) 環境省が毎年、市区町村を対象に行っている食品廃棄物等の調査結果から、食品廃棄物の発生量を把握

･推計している市町村の発生量を基に、道内の家庭から発生する食品廃棄物の年間発生量を推計
(6) (5)に全国の家庭系の食品廃棄物に対する食品ロス量の割合を乗じて食品ロス量を推計

＊ 食品廃棄物等:
① 食品が食用に供された後に、又は食用に供されずに廃棄されたもの。
② 食品の製造、加工又は調理の過程において副次的に得られた物品のうち、食用に供することができない
もの。
なお、固形状のものに限定しないため、廃食用油や飲料等の液状物も対象です。
また、「等」には、食品の製造工程等で発生する動植物性の残さ等で、飼料等の原料として有価で取引
されるものも含まれる。再び食品として利用される物は含まない。
〔「食品リサイクル法に基づく定期報告書に係る用語集」より〕

＊ てん菜糖製造業から発生している食品廃棄物等:
主に砂糖を製造する際に副産物として出てくる「ビートパルプ」であり、食用には供されない。
・ビートパルプ：てん菜の根部から糖分を抽出した残りであり、圧搾し水分を除去、乾燥させたもの（主に

飼料として利用）。


